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でも、佐藤さんの舌鋒鋭い質疑には大ていの学

生はタジタジでした。しかし、寸評にしろ、討

論にしろ、単なる批判のための批判ではなく、

学生の将来を考えた教育的配慮の行きとどいた

内容でした。

私は、そんな議論好きな御性格をすでに大学

院生時代からお持ちであったことを教室日誌で

知りました。 1936年 に第 1号が書かれてから

今日まで、地理学教室の学生によって大学ノー

トに書かれた日々の記録と感想、意見、教師ヘ

のうらみつらみの数々が、すでに ミカソ箱一杯

になって教室に保存されています。第 1号の 4

ケ月に 1冊 というケースを除くと、通常 6～ lo

ケ月に 1冊の害1合で書きためられてきましたが、

佐藤さんが「院長J吉川さんが「副院長J小堀

さんが学部学生であった 1944年 の夏には、談

論風発し、第14号は 7月 31日 から9月 30日 の 2

ケ月間に、署名不要なほど特徴のある文字でび

っしりと埋められるという、空前絶後の事態が

起っています。この号に書かれた佐藤さんの文

章には、敗戦の色濃い 1944年 の異常な事態の

下で書かれたものであるにもかかわらず、35年

余の歳月を感じさせない新鮮さをもってわれわ

れ地理屋の共感を呼び起こさずにはおかないも

のがあります。私はその透徹した主張に驚き頭

が下がる思いがしました。せっかくの機会です

から、後輩のためにここにその一部を引用させ

て頂くことをお許し下さい。
｀
地理学 トハ、此等現在二於ケル極メテ専門

化シ、オ互二甚 ツク遠ザカッタ諸学 ヲ綜合シー

個 ノ学 トシテ組合セタモノヲ意味 シマス。……

地理学ナル綜合科学 ノ中二含マレル専門学 ヲ夫

々ノ専門学 トシテ深 メルノデハナクシテ、 アク

迄モ綜合的二相互二関係アル学ヲソノ関係フ保

ッタママ、否、更ニソノ連関ヲ強メツツ深メル

コトヲ意味シマス。……モ トヨリ地理学 ヲ上 ニ

述ベタ如キ意味デオサメ、進歩サシテユクタメ

ニハ困難ハ多イデセウ。然シナガラ、 ソレヲヤ
リトグルコトナクシテハ地理学 ノ真 ノ発展ハ不

可能デアル ト思 ヒマス。 カクテハ地理学ナル母

ハ夫々ノ息子 ノ生長 ニーるノ望 ヲ託 シテサビシ

ク墓穴二入ルノミデス。然 シ地理学ハ母ナルガ

故二子供 卜共 二永久二生キルコトハ出来ナイデ

アラウカ。私ハ断 ジテ否 卜考ヘマス。此 ノ母 ヲ

シテ死セツムルカ、尚濃刺 トシテ活躍セシムル

カハ我々ノ努力如何ニアル ト。"(教室日誌、
第14号、 1944.8.14)。

私には先生の御健康のことがどうしても気掛

りでなりません。健康を保つには若い人達と絶

えず接していることが第一かと思います。どう

かこれからも教室にお出掛け頂き、私たちをは

じめ学生達と議論して下さることを願ってやみ

ません。そして未完成のお仕事を完成されるこ

とを期待しております。
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